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第18次南極地域観測隊の出発にあた り
第18次観測隊長
楠 宏
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18次隊 は 第17次 隊 に 引 き 続 き,　II三i際磁 気 圏 観 」[ll　(IMS:
International　Magnetospheric　Study)　と い う[司障モン姦
力;こよ る 臼Fグごを ≒荘.`㌧1.i勺:こ」建y)ろ こ と:.二な.,.:.e9.)ま.1.。
第1次 い ら い の[司1;祭協 力 の:緒1中い ト脈t、'と結 い..:いる わ け
r㍉.L.・.レ
.:.7). '...}、.lo
第18次!:蒙:よ総U40.名(越 冬隊30名.夏;1組0.名)で 、1':;1
11・/'i')よ')1こ11ノ」251i,.東iil'i'巷i「Fli活えカ;iジ1.〔カ、ら 「.～・1:」..:iil「∫
FlijFL/一三也 ∫＼i:tt`」しLま.」.。Ei思「{illj,L地:t..[一::丁ラ./:i二:ミ`「:」一働;こ_7)13.'.二
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il,「相 川 地 は 地 刷 刎 ‖観llll所と しr:「、〔象,電 離 層,地 磁
'
AC,地 震,潮 汐 な ど の 観 測 が 第7次(19661「)い ら い 休
む こ と な く 続 け ら れ て い ます 。 そ の 継 続 は 怒 共 に.課せ ら
れ た .ノくき な 使 命 でe,あ りtす 。 第17次 に 引 き続 き,み ド
ほ 観 測 拠 点 に お い て は 超 高 層 物9E,雪 氷,tt(象 の 観 測 が
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れ,と くに 昭 和 」山 色沖r浬)南 砂 海 に11て点 尋{おか れ ま す 。
ぷllは 昭F[1521ド11Jから2}」 に か}ナ..:iii',lltTj",,地i・t]辺;こ.[i,
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研 究 棟 落 成
か ね てkり の 懸 案 で あ った ミ研 究 練 ミ が完 成 し,12月
20Nには 移 転 も完 「 しま した。 研 究 棟 を簡 単 に 紹 介 しま
す と,地L4階 地 ド1階 延nll積5,796m2の建 築物 で,地
.ドは 機械 室
,電 気室 等1三に 設 備 関1系の スペー スとな って
お;)ます。1階 は 管 理 部,'li:業部 のF]i:務室,「;幻1作業室
等 が あ り ます。2「楷は 所 長 室,次1.ξ室,電 算 機,特 殊 装
置,図3F七 等 が あ1)ます。3階41階 は 各1箭三11'1の研 究!ミて'
しめ られ て い ます。 な お,研 究 観 測 で 得 られ た資 料 の 収
集、 保 管,称 目,展 示 等 管理 部,・1關舖1等 の た め の建 物
ミ管理 ・資 料 棟(仮 称)ミ の 言1.1両もす.」.められ て お り,
この 研 究 棟 に す べ て の 機能 が集 中 され て お}〕ます。
み ず ほ で のVLF観 測 に 対 す る電 磁 誘導 妨 害 を除 」ミ.1.る
こ と が で きた 。
暗 夜の な くな っ た昭 和 基 地 で は10月9日 を も っ『:,オ
ー ロ ラ光 学 観 測 が終 了 した 。
第4[m]日の み ずほ へ の 燃 料 輸 送 旅 行 が,け ん 引 トラ ク
ターD31AR-15(ラ ジ オ コ ン トt=一ル フ'ルト.一サ ー)
に よ り,6台 の 燃 料 橘 と1台 の 居 住 カ ブ ー ス をけ ん 引 し,
志 賀隊 員 を り一 ダ ー と ず る松 尾,力ri藤,中山,真 唇ll.」㌃の
各隊 員 に よっ て行 われ 内 陸 輸 送 旅 行 に成 功 した 。
こ の.,巨輌は,昭 和46「ドに 氷 ヒ トレ ンチ掘 肖「」機 と して研
究開 発 され昭 和471ドに その1号 車 が 完 成,今 川 の旅 行 に
fVt用した のは2り'車 で 第17次隊 が 昭 和 基 地 に 搬 人 し,今
回 の 大陸 旅 行 が初 め て の試 み であ りそ の成 果 が 期 待 され
て い た。 旅 行隊 は11月8[1昭和 基 地 を}|}発途1}lll頂調 に 走
行を 続 け,16[1にみ ず ほ に到 着 トレ ンチ掘 削 な どの}i'ス
トをt.」い,21il{11}途に 〆)き291i無'11:|[[Jf和JS－地 にd'il}投した。
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南極観測隊便 り
一第1了次越 冬隊の近 況一
髪 、
10月に 入 り気 温 は 低 め では あ っ た が,蜻 れの[・lt{多く
な り天 候 も安 定 して きた。[1増 しにli照時 間 もまミくな っ
て きた こ と と,快 晴 の[1が続 い た こ とで 昭 和 基地 周 辺 の
積 雪 が ・一気 に溶 け だ し,基 地 内 では 人 洪 水 と な り排 水 に
大 わ らわ で あ る。 一 方天 候 に恵 まれ た こ と に よ り計 画 し
て い た全 て の旅 行 も順1凋に 消 化 す る こ と が で き た。
第3回 目の み ず ほ旅 行 椿 旅 行)が10月1[1か ら19日
に か け て,福 西,外 間,小 井 沼,巻 田,光 山,相 原 の各
隊 員 に よに て行 わ れ,み ず ほ で越 冬観 測 に従Fllして いた
西 尾 隊 員 を除 く登 場,仁 木,山 腰 の 各 隊 員 が 巻山,光 山,
相 原 の各 隊 員 と交 替 し,4名 の 隊員 に よ る観 測 は 引 き続
き行 われ て い る。
才;:土隊 員 に よ る海 氷 調査 旅 行:t,10月211から12Uま
で ス カー レン地 区 沖,10月25「1から29[1まで ラ ン グホ プ
デ 湾 で行 わ れ た。
み ず ほ 春 旅 行 に お い て カ ウ ン ター ポ イ ズ を設 置 して,
一策18次観測隊の出発一
第18次南 極 地 域 観}↓〔1}隊長 浦 安 以 ド40.e,の隊 員,同 行
す る3名 の オ ブ」」.一バ ー(記 録映lililf乍成 の た め の カ メ ラ
マ ン及 び船 舶 関 係 技 術 者2名)を の せ た観 測 船 「ふ じ」
は11刀25[[(ti{)午liif11時,秋HJ「i'れの 東 三1ご港lllli海埠 凱iを
離 れ,陽 光 の中 を一 路II'1和似 也へ と向 った 。 ふ じは途 中
オ ー ス トラ リアの フ リー マ ン トル を経 て12JJ卜'川水縁 に
着 き,1月lt-Jか ら2月1二 旬 まで 輸 送 作)ζを は じめ,P
ケ ッ ト関 係 の整 備,み.デ ほ 観 測 拠 点 で の 補f多.i:F露な らび
に沿 岸 に お け る調 査,ロ ケ ッ トの 打 ち.トげ等 多 くの作 業
が待 っ て い る。
な お,越 冬隊30名 は 第17次 と引 き継 ぎ,気 象,電 離
層,地 球 物 理,雪 氷,地 理,医 学 等 の 観 測 及 び[国際 磁 気
観測 汁 「百[(IMS1976～1978)の一・環 と して ロ ケ ッ トの 打
ち上 げ に よる,超 高層 観 測 等 古 字 系 の 研 究 観 測 を電.ぐエ的
に 行 う 予定 で あ る。
2
?極 地 研 ニ ュ ー ス
一南極OB会 開かる一
11月19日午後6時 より東条会館において第18次南極
OB会 が開催された。恒例により第18次隊員の壮行を兼
ねて行われたOB会 には,出発を目前に控えた第18次観
測隊員を初め,宗 谷,ふ じ,南極関係者約150名が参加
して終始なごやかに行われた。かつて同 じ釜の飯 を食っ
た仲間が久 しぶりに同席 しつもる思い出話 しや,お 互い
の近況にと時のたつのも忘れて語 りあった。
一 ◇ 一
一第18次観測隊の家族会開かる一
11月24日(水)出港を目前に控えた第18次隊の家族会
が楠隊長,国 分副隊長を招いて東条会館において開催さ
れた。恒例により家族会長に幸子隊長夫人を,同副会長
には泰子副隊長夫人をそれぞれ選出 した。今回の主なプ
ログラムは,第18次隊留守中の家族同志の親睦を密にす
るため各家族の紹介に始まり 「寄港地 への 手紙 の 出し
方」 「電報の打ち方」等のほか留守中の諸連絡に関する
ことについて詳細な説明が行われた。また,南 極に対す
る一般的なことについても活発な質疑応答が繰 り広げら
れ盛会のうちに終了した。
一 ◇ 一
一第19次観測隊長 ・副隊長決まる一
策58回南極地域観測統合推進本部総会が11月24日(水)
国立教育会館に於て開催され,第19次南極地域観測隊長
及び同割隊長が決定された。
観測隊長(兼 越冬隊長)
平沢 威男 国立極地研究所助教授
昭和9年8月31日生(42才)
専門分野:超 高層物理学
隊員歴
第8次 越冬,第11次夏,第14次越冬(副隊長
兼越冬隊長),第17次夏(副 隊長)
観測隊副隊長
大瀬 正美 郵政省電波研究所主任研究官
大正13年10月13日生(52才)
専門分野:超 高層物理学
隊員歴
第1次 夏,第2次 夏,第3次 夏,第4次 越冬
第7次 夏,第8次 越冬,第12次(越 冬副隊
長)
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国際会議報告
第14回SCAR会 議
南極研究科学委員会(§℃AR)の第14回総会並びに設
営 ・雪氷両作業部会が,1976年10月中部アルゼンチン,
アンデス山麓の風光明媚なメンドーサ市で開催された。
我が国からは首席代表でありかつこの会議終了までSC
AR副 会長を務めた永田所長,設 営部会のメンバー村山
次長,そ れに雪氷部会メンバー楠研究主幹の代理として
筆者の3名が出席 した。総会のほかはそれぞれが別の会
議に加わっていたので,筆者には首席代表会議及び設営
部会のディテールはわからない。 しか しここでは雪氷部
会のほか,こ れらの会議の様子の一端を報告 したい。な
お,10月18日と22日に開会式及び閉会式が;総 会ととも
に開かれるという日程であった。
1.首席代表会議
首席代表会議で議論 され た事項のうち特に重要なの
は,　SCARの定款を改定するための勧告であろうeこ
の会議には,ポ ーランドがオブザーバーとして出席を希
望する科学者を送ってきて おり,　SCARはポーランド
の科学アカデミーとや りと りの末出席を認めた。最近
SCAR加盟諸国以外の国々でも,生物資源,鉱 物資源問
題と深いかかわりをもって.南 極における科学的調査 と
SCARの活動に対する関心が高まって いる。 西 ドイツ
とポーランドは,南大洋の組織的な海洋生物調査を行っ
て,ミ おきあみミ資源の利用を試みようとしている。両
国とも　SCAR加盟を目指 しているのである。 このほか
にも関心を寄せる国々がある。 こ う した ことを背景に
SCARは新たにSCARに オブザーバーを派遣 しあるい
は加盟を申請するについての,条 件を示 した定款の改正
案 を,上部機構であるICSU　(国際学術連合)に 勧告 し
た。南極での科学研究継続計画の提出や,自 然保護の原
則を尊重するなどの条件についてふれたものである。 こ
れと表裏をなすと思われるような,長期にわたって南極
での活動を中止 している国の権 限 を制限 し,あるいは
SCARに留まるかどうかを問 い 直すための方法につい
極 地 研 二..一 ス
て の勧 告 も取 り－Lげられ た。 これ ま で 南 極 条約 原 「署名 国
とSCAR加 盟 国 の 間 に 喰違 い は な か った が,今 後 そ れ
が 生 ず る 口∫能 性 が で て きた。 そ れ ぞ れ は,一 方 は政 府 間
の 条約 の 問 題 で あ り,他/∫は 科学 トの問 題 を扱 う非政 府
間 学 術 団 体 で あ って,組 織 上全 く別 個 の もの で あ り,、`「二
場 も異 るが,こ れ まで とは違 った 面 もで て こ よ う。
この ほ か,南 極 条 約 協議 会 の要 マ{に基 づ い た作 磐の ・
環 と して,鉱 物 資 源 探査 ・開 発 の環 境 へ の影 響 の 」師 ∫評
価 を仕 書 とす る107,1'1ドか らな る専 門 家 会 議 を設 置.重.る
こ と と し,そ の コ ン ビー ナ ー に ア メ リカ の ザ ンバ ー グを
選 ん だ。 これ も将 来 へ 向 け て注 目 さ れ る点 で あ る。
2.設 営作 業 部 会
設 営 部 会は 他 よ り一 週 間IILく,10月12iiから開 か れ
た。 設 営 部会 で の!.り点 は ミ南極 国 際 協 力 航 空 輸 送 シ7.テ
ム(CATSA)ミい わ ゆ る エ ア バ ス シ ス テ ムに 関 す る討 議
で あ っ た。 大 型 航 空1幾に よる ノ、員 や 物 資 の 輸 送 を独 自 に
実 施 す る こ とは,近 い将 来 望 めな い 我 が国 と して は,少
くと も,夏 期 を 利 用 して 調 査 を行 う こ とが 望 ま しい 部門
の隊 員 の輸 送 に,こ れ が 導 入 され れ ば 大幅 な 夏 期間 の 延
長,研 究 の効 率 「ヒが 期 待 で き る。 現 在 直 ち に大 型f幾の運
航 のli∫能 な国 は ア メ リカ,ア ル ゼ ンチ ンで あ 弘 これ に
つ ぐ国 は ソ ビエ ト,オ ー ス トラ リア,フ ラ ン スで あ っ て
幹 線 は これ らの 同 に頼 る こ とに な る。 特 定 ル ー トの 運 航
な ど先 行的 尊人 の 第1期 と本 格 的 実 施 の第2期 に 分 け て
あ らか じめ 各国 の 協力 体 制 につ い て案 が練 られ,こ れ に
基 づ い て問 題 点 が 討議 さ れ た。 い ずれ の国 も この シ ス テ
ム の尊 人 に は 大 き な利 点 が あ る こ と を認 め,旱 期 実 現 の
方向 に 向 い て は い る もの の,今 後 解 決 す べ き点は 多 い。
燃 料 の 標 準 化 と デ ポ,地 上の滑 走路 や そ の 他 の 施設,要
員,通 信,気 象 通 報,緊 急措 置 等 々 が あ り,で きれ ば次
回 の 部 会 をマ クマ ー ド地 域 で開 催 して,こ れ らの 点 に つ
い て現 地 討 議 を した ら と 村 山次 長 は 次 期 座 長 に 選 ば れ た
二 、ニー ジー ラ ン ドの トム ソ ンに 提 案 した 。 しか し最 大 の
問 題 は,大 型 機 を運 航 で き る国 々が,共 同 利用 の た め に
払 う犠 牲 と 自国 独 ド1の研 究 調 査 との兼 合 い を ど う 考え る
か で あ ろ う。
3.雪 氷 作 業 部 会
雪氷 部 会 で は,国 際 南極 雪 氷 計 画(IAGP),南極'陰山
の 雪 氷 研 究(GAP),氷 期 掘 削 計 画(ISDP)な どに つ い
て 観世ll方法 や 研究1∫支果,今 後 の計 画 等 が 報i1tされ た。
ISDPは シ ンポ ジ ウム形 式 を と 一)て一[「をか け,ロ ビ ン
の 水捌 に 関 す る知 識 の 総 括,ラ トフ.{・一 ドの ロ ス氷 棚 観
測 計 画 の 経 過 と将 斗こな どが あ った。 他 に も北'卜球 の 氷 期
の氷 床 に 関 す る議 論 な ど興[4こあ る 麗 日 が並 ん で い た が,
山 砕1でき な か った 人達 が多 か っ た。 雪 氷 部 会 で 最 も関 心
あ る課 題 と して取 り上 げ られ た のは,人 工 衛 星 雪 氷 等 で
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あ っ た.人 工 衛 畦 か ら得 られ た デ ー タ を ど う使 うか,地
]:と'j:!'L/の"・1「.i:喝係,集 成写 真地 図 の作 成,位 置 決 定 な
どが 、活題 とな.)た。i毎月くの 変 ノこを3i}毎1こと ら ンこて ・11こ
間 を カ ラー2ξ示 し.映[耐 ヒした フ ィル ムの 上映 も興li木深
か.)た。 結 扁 この 関 心 の深 さは,　SCAR:こ対.」る5っ
の 勧 告 案 の うち4つ をノ、工 衛 星に 関 す る もの が[Eiめる と
い う瞑 で 具1イ」化 され た。　 NASAに 対.11る激 励 を行 一)て
flりllにつ い て 使:1'1:をは か っ て ほ しい とい う趣 旨で あ る。
NASAのb-4)こ う した 外 部 か らの サ ホ.一]・が あ れ ば,
tl,'II:の意 義 が よ り1:L.1まろ うとい うもの で あ る。 我 が1.KjL
GAPやIAGPに 加 わ って お ら一11,　ISDPでも実際 の 「i/
'k:はほ とん ど .↓ず,い わ ば 独 自の道 を行 っ て い る の で,
ナ シ1ナ ル レホ ー トと して 仕`拝を 報 告 した。 国 際 協ノ」で
は/tメ 「1'hの強 大 な 力 を 利 用 す る とい う面 を もっ てい る
・.)で、 三!ll自に 研 究言{'[thlを遂 行 で き る こ とは 誇 りで もあ る
が,他 私 説.セの点 で 「製.界もあ り,淋 しさ を覚 え る こ と
は 否 め な い。
な お 南 極 の'メ〔候 の テ1一クベ ー ス の 確.1ヒと 気候 変 化の モ
ニ タ リン グに 資 す る た め,基 本的 な 気象 観 測 資 料 と くに
月'F均的k〔温 と'xC「】三をEltく公 表 す る こ とが 勧 告 に 含 め ら
れ,ア メ リカの ミ南 極 ジ ャーナ ル ミ 誌 が そ の モ デル と さ
れ た。 これ に したが っ て ミ極地 研 二.、一 スミ に 定 期 的 に
の せ る こ とに な り,本 号 か ら従 来 月例 報 告 の..一・部 と して
掲lrられ てい た もの を,末 尾 に.英語 で ノミ示 す る こ と と し
た。[li'能な と きは 昭 和 ノIL地の ほ か み ず ほ キ ㌔・ン フの デ ー
クもの せるf定 で あ る。
4.閉 会 式 と巡 検
10月221ピド後,第14回 総 会は 幕 を閉 じた。 水 田 り1長は
メ ン ドー サ州 議 会 の荘 重 な;義1f堂で 「この 壇[Lからは 去
ろ う と も,　SCARに 対 す る 貢献 は っ づ け よ う」 と挨拶
し.f""'一ル ス ビ ソク会 長 と握 手.盛 ん な 拍r－に 送 られ
て副 会長.Tl:を降 りた。
閉会式でイエールスビック会長と握手している
永田所長(左)
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閉会式の席.L,会議の通訳などのアシス トを務めた美
女達から参会者にンェリ一溜一本が配られ,世 界『一の規
模を誇るワイン工場をもつメンドーサならではの光景が
現出した。
翌23日,エグゼクティブが後仕末の事務をとるのを横
口にみながら,雪氷部会出席者を中心にアンデス山中に
岩石氷河の見学巡検が行われた。そして名物アサ ドを楽
しみながら,次回フランスのシャモニーでの再会を期 し
て名残 りを憎んだのである。
(筆者 吉m栄 夫 ・同立極地研究所研究系教授)
・.一. ...・`..・～ ㌦..・...A..・...・ ～......・ 一 電・・.'`・A・..'.n～.'......'
前助教授日本雪氷学会賞を受賞
去る11月2日仙台市で開かれた日本雪氷学会秋季大会
において,当 研究所雪氷学研究部門の前晋爾助教授に同
学会の 「学術賞」が授与された。同質は学術的に価値の
著るしく大きな研究業績に与えられ るもの で,同氏の
「氷の基礎的研究」が対象となった。同氏の北海道大学,
名古屋大学水圏科学研究所及び英国ブリストル大学にお
ける,氷 の物理的性質に関する一連の研究が高く評価さ
れたものである。
一般概況
研究所刊行物
「幸i極資 塔}57.Vj'1976tr・12月
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第17次 隊 月 例 報 告
〈51年9月 ・10月〉
9月1日及び13日にはS210JA25,23号機を各々打
ち上げ,こ れで7機全ての ロケ ッ ト観測を無事終了 し
た。10月上旬は基地滞在人員が少なくなるので9月30日
夕刻,福 島隊員の17回忌の慰霊祭を行い故人の冥福を祈
った。10月1日から19日まで第3回 みずほ旅行(春旅行)
が行われた。暗夜のなくなった昭和基地では10月9日に
オーロラ光学観測を終了した。隊員健康状態 も概ね良好
である。日照時間も長いため雪融げもやや早いようであ
る。
観測報告
地磁気観測では10月15日から17日にかけてスカルプス
ネス地区の地磁気観測旅行を実施 した。地震部ii'1に関す
る三点観測では遠震の記録は見られるが近地地震はいま
までほとんど記録されていないという結果が出ている。
医学では,み ずほ越冬終了者3名 に血液学的,細 菌学的
検索を行い,ま た種々の細菌を用い凍結,紫 外線等の影
響を調べた。その他の観測も順調に経過 している。
気象概況:9月8日 に観測した瞬間最大風速43.8mは
本年これまでの最強風速で,ま た1日 の最低気温一42.5
℃は基地の観測開始以来2番 目の記録である。10月に入
ってからは安定 した大陸からの高気圧におおわれ晴天の
日が多かった。従って日照時間は平年値の1.5倍の313.1
時間にも達した。気温は引き続き低めでこれまでの最低
気温の一29.5℃を更新 し一31.9℃を記録すると同時に平
均も平年値より2.3℃低かった。
設営報告
燃料消費内訳
:区 分.
消 費 量
9月i10月
残
9月
単位t
普 通軽 油
灯 油
15,55014,780
6,4005,000
199,885
35,315
抵
10月
185,105
30β15
銚子無線電報局 との通信は全搬的に良くなってきてお
り,9月中旬から下旬にかけ私電が2週間程度積滞 した
が公電は順調に送信できている。施設面では,み ずほ基
地にHF,　VHF方探を設置し修正曲線を作成 した他み
ずほ旅行用通信機整備を行った。　Foにデポされていた
燃料を全部基地に回収 した他見晴らし岩肝油所より基地
への送油を行った。11月に計画 しているラジコンプルテ
スト旅行に備え,ラ ジコンテス トを行った。その他,1順
調に経過 している。
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MONTHLY　CLIMATOLOGICAL　DATA
　 　 The　monthly　climatological　d ta　of　the　Syowa　Station　will　be　given　every　two　months　on　this
page　hereafter,　.complying　with　the　recommendation　(GLAC-1976-2)　by　the　Glaciology　Working
Greup　to　SCAR.　 (Elevation,　above　sea　level,　of　barometer:20.7m)
19了6
Mean　temperature　(℃)
Temperature　maximum　 (℃)
Temperature　minimum　(℃)
Mean　pressure　in　mean　sea　Ievel　(mb)
Mean　vapour　pressure　(mb)
Mean　relative　humidity　(%)
Mean　wind　speed　(m/s)
Maximum　wind　speed　(10-minutes　mean)　(m/s)
Gust　(m/s)
Prevailing　wind　directien
Mean　sky　cover
Number　of　clear　days
September
－21.0
-8 .5(9/28)
-42.5(9/1)
979.8
0.8
62
6.5
33.8(9/8.NE)
43.8(9/8,NE)
6.2/10
October
－15.1
-5 .9(10/26)
-31.9(10/6)
981.5
1.1
55
3.6
27.1(10/13,NE)
34.2(10/13,NE)
4.9
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南極大陸の地質
.幽・†!ζ.1.冒
南極大陸はロス・ウェッデル海を境に東経側を東南極
大陸,西 経側を西南極大陸 と呼んでいる。この地理学的
な大区分は地質学上の区分とは厳密には一致 していない
が.大 まかには東南極大陸がいわゆる南極楯状地に,酉
南極大陸が古生代(5,4億年)以降の変動帯である。南極
横断山脈は先カンプリア代末から古生代初期に樋状地の
外側(西 側)に 形成された最初の変動帯(ロ ス帯)で あ
る。その後,.古生代中期(ホルチグレビック帯),中生代
(エルスワース帯),新生代(ア ンデス帯)と 変動帯は逐
次西側にその場所を移 し,新 しい造山帯(山 脈)を 形成
していった。新生代の変動帯は南極半島一スコチア孤一
アンデス山脈と連続 し,火山活動など現在でも変動の余
韻を残 している。
南極大陸の地質はまだまだ未知の世界である。露岩は
たかだか全体の数%し かなく,その露岩についても大部
分が未調査で残っている。 さらに,大陸の内部について
は解明の手がかりとなる露岩はほとん どなく,直接的な
データは皆無である。 このような現状から南観の地質を
述べるのは,大 変な誤ちを起す可能性を含んでいる。 し
か し,南極以外の地域から得た地質学的知識は,南 極の
限られたデータから,南極大陸の地史(形 成史)を 少 し
つつ明らかにしていった。その概略は前述 したとおりで
ある。
かつて,南 極大陸はアフリカ,マ ダガスカル,イ ンド
オース トラリア,南 アメリカの各大陸と一つづきの超人
陸 ミゴンドワナ大陸ミを形づくって い た こ とは疑いな
い。このゴンドワナ大陸の形成 と分裂の歴史こそ南極大
陸の地史そのものと言'える。これらの各人陸の間には多
くの共通点が見られる。先カンプリア代では岩石の古さ
や岩相の類似性,地 質構造の良い連続性,古 生代のいわ
ゆるゴンドワナ植物群 と古生代の氷河(大陸氷)の分布,
並びに古生代以後の変動帯の連続性はこれらの各人陸が
各々別個の地史をもっていると考えるよりは,一 つの大
陸としての地史を考える方が,は るかに合理的で矛盾が
ない。この大陸の分裂は各々に多少の差はあるものの,
中生代の2億 年頃に始ったと考えられている。
南極大陸が氷にとじこめられたのはごく最近のことで
ある。最近と1.1'っても数千万年に逆られるが,そ れ以前
の南極はどうであったろうか,化 石のない先カンプ リア
代はとにかくとして,古生代の中頃は全体が氷河によっ
ておおわれていた。これが古生代の後半にゴンドワナ植
物群が繁茂する気候(寒 冷であったらしい)に 変ってい
った。古生代末から中生代の南極はハチュウ類,両 生類
が生接 し,石炭の原料となる大森林におおわれた熱帯～
亜熱帯の気候が全体を支配 し,氷河は全 く消え去ってい
たであろう。これが,ゴ ンドワナ大陸の分裂を境に寒冷
な気候に向っていった。
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